
 

 

 

 

 



【前走の傾向】 

前走が１２００ｍの重賞だった馬は過去１０年で 

【５・３・３・９/２０】 

勝率２５％ 単回率２５３％ 

複率５５％ 複回率１２３％ 

 

このように、前走でスプリント戦の流れを経験した 

短距離血統馬が非常に優秀なレースでございます。 

 

 

【血統傾向」 

もともと、サンデー系 

特にＰサンデー系種牡馬の仔が 

良く走るレースでございましたが、 

ここ２年はサンデー系種牡馬産駒が 

馬券圏外に消えております。 

 

これは社台Ｆが、せっせと米国から 

仕上がりの早い血統馬を、種牡馬として 

買い付けて来ておる事と無縁ではないと 

拙者は考えております。 

 

特に昨年など、 



１着：オオバンブルマイ（10人気） 

２着：フロムダスク（11人気） 

馬単が１０万馬券となりました。 

 

そしてこの２頭の父は 

米ストームバード系ディスクリートキャットと、 

米サドラーズ系ボルトドーロの産駒でございました。 

 

米国型血統は、基本的にはダートに適性がありますが、 

若駒のあいだは、芝の 1600ｍ以下重賞で暗躍致します。 

 

また、母父にディープインパクトを持つ馬が 

２０１８年以降に５頭が出走して４頭が馬券絡み。 

 

ディープインパクトの直仔がいなくなった今、 

母父ディープに注目でございます。 

 

昨年が特殊な年だったのか、 

血統傾向が変わる潮目であったのかは断定できませぬが、 

世間にとって非常識な血統が走る傾向に張ってみたいと 

考えておりまする。 

 

 



◎１１番アスクワンタイム 

父ロードカナロア 

母父ディープインパクト 

全兄ファンタジストは当レース勝ち馬。 

 

前走はＧ３小倉２歳Ｓで優勝。 

全兄ファンタジストと同じローテでございます。 

 

 

★１２番ジャスパーノワール 

父：フロステッド（米ＡＰインディ系） 

母父：メダグリアドーロ（米サドラーズ系） 

 

フロステッド×米サドラーズ系の配合馬に 

Ｇ１スプリンターズＳ４着のジャスパークローネ。 

 

また、ジャスパーノワールの牝系からは、 

現役時代はスプリンターだった種牡馬ヨハネスブルグ。 

 

Ｇ２デイリー杯２歳Ｓ（芝 1600ｍ）３着、 

Ｇ３ファルコンＳ（芝 1400ｍ）１着の 

ハッピーアワーが出ております。 

 



 

馬券 

 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連複３頭ボックス 

７番・８番・１１番 

 

くまもん馬券 

ワイド １１－１２ 

馬連 １１－１・６・８・１０・１２ 

３連複フォーメーション１５点 

１１－６・１０・１２－印全頭 


